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５
・
６
％
、
６
億
円
余
り
を
増
額
し

て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
６
千
６
百　

万

２９

１０

円
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
３
・
４

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
数
は

前
年
度
に
比
べ
、
約
１
千
人
増
の
１

万
８
千
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

第
４
期
事
業
計
画
最
終
年
度
の
予

算
総
額
は　

億
７
千
９
百
万
円
で
、

９０

前
年
度
予
算
に
比
べ
６
・
６
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
の
ほ
か
、
法
定
負

担
で
あ
る
国
庫
・
都
支
出
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま

し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
予
算
総
額

の　

・
５
％
に
当
た
る　

億
８
千　

９４

８５

７６

万
円
と
見
込
む
ほ
か
、
介
護
保
険
事

業
の
運
営
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上

し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

小
平
市
下
水
道
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

合
流
式
下
水
道
改
善
対
策
、
浸
水
対

策
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

　

予
算
総
額
は　

億
６
百
万
円
で
、

４５

前
年
度
に
比
べ
３
・
２
％
の
減
で
す
。

〈
歳
入
〉
下
水
道
使
用
料
は
大
口
事

業
者
の
排
水
量
の
減
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
０
・
８
％
の
減
を
見
込
み

ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
公
共
下
水
道
施
設
の
維
持

管
理
費
、
雨
水
及
び
汚
水
の
下
水
道

整
備
事
業
費
、
下
水
道
管
路
の
地
震

対
策
費
、
起
債
の
償
還
金
と
し
て
公

債
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

の
暮
ら
し
の
改
善
に
つ
な
が
る
事
業

を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
５
百　

億
４
千
万
円

８８

で
、
前
年
度
に
比
べ
、
９
・
０
％
、

　

億
４
千
８
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

４８い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
長
引
く
景
気
の
低
迷
を
受

け
て
個
人
市
民
税
が
減
額
と
な
り
、

市
税
総
額
を
お
お
む
ね
３
億
２
千
万

円
減
額
で
見
込
ん
で
い
ま
す
。
普
通

交
付
税
は
、
税
収
の
回
復
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら　

億
５
千
万
円
計
上

１２

し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
民
生
費
の
大
幅
な
伸
び
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
行
財
政
再
構
築
の
取
り
組
み
に

よ
り
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
重
点
的
、

効
率
的
に
配
分
し
、
必
要
な
事
業
を

実
現
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
６
千
７
百
万

６６

円
で
、
前
年
度
の
本
予
算
に
比
べ
、

７
・
０
％
、　

億
９
千
７
百
万
円
の

１０

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
軽
減
制
度
の
拡
充

や
被
保
険
者
の
所
得
の
伸
び
悩
み
の

影
響
で
保
険
税
全
体
と
し
て
は
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
繰
入
金
を　

億
円

２３

に
増
額
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉保
険
給
付
費
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
医
療
費
の
動
向
に
基
づ
き

　

定
例
会
初
日
に
各
予
算
議
案
を
審

査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
各
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
一
般
会
計
は
３
月
１
日
か
ら

３
日
ま
で
の
３
日
間
、
特
別
会
計
は

３
月
４
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
佐
野
郁
夫

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と
浅
倉

成
樹
特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
審
査
報
告
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
、

２３

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
各
予

算
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
各
予
算
議
案
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
３
面
に「
議
案
に
対
す
る
各
会
派

の
賛
否
」
を
掲
載
）

　

提
案
説
明
の
概
要
と
一
般
会
計
予

算
に
対
す
る
各
会
派
（
無
会
派
は
除

く
）
の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

先
行
き
が
不
透
明
な
社
会
経
済
情

勢
と
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民

平成２３年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び率２２年度
予算額

２３年度
予算額

９．０５３，９９２，０００５８，８４０，０００一 般 会 計

７．０１５，５７０，０００１６，６６７，０００国民健康
保険事業

特　

別　

会　

計

皆減１０，０１３老人保健

３．４２，８６７，２００２，９６６，１００後期高齢
者 医 療

６．６８，５１８，３００９，０７９，０００介護保険
事 業

△３．２４，６５５，０００４，５０６，０００下 水 道
事 業

７．５８５，６１２，５１３９２，０５８，１００合　　計

　

市
民
自
治
の
基
盤
を
つ
く
る
自
治
基
本
条

例
や
ハ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
合
意
に

よ
り
地
域
で
つ
く
っ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
条

例
を
使
い
、
多
く
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
地
方
自

治
体
は
市
民
に
一
番
身
近
な
政
府
と
し
て
、

生
き
生
き
と
し
た
町
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
本
年
度
予
算
で
も
市
民
と

と
も
に
市
政
運
営
を
進
め
よ
う
と
す
る
姿
勢

を
評
価
し
賛
成
す
る
。
以
下
意
見
と
し
て
、

今
後
の
財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
す
と
予
想

さ
れ
、
必
要
な
都
市
基
盤
の
あ
り
方
を
考
え

直
す
時
期
に
き
て
お
り
、
自
律
的
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
、
今
後
重
点
政
策
も
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
自
治
基
本
条
例

が
で
き
て
市
民
参
加
の
指
針
も
改
正
さ
れ
、

本
年
度
は
そ
れ
を
定
着
し
て
い
く
年
に
な
る

が
、
参
加
と
公
開
の
原
則
、
及
び
方
針
が
後

退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

認
可
外
保
育
の
保
育
料
は
、
所
得
を
反
映
し

た
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

ま
た
、
ニ
ー
ズ
の
多
い
一
時
保
育
は
１
か
所

ふ
え
た
が
、
今
後
の
充
実
を
注
目
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
事
業
や

医
師
会
と
の
連
携
で
介
護
と
医
療
を
つ
な
ぐ

モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
る
が
、
こ
の
仕
組
み
づ

く
り
が
先
駆
け
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

生活者ネットワーク
市民とともに市政運営を進める姿勢を評価

賛成
　

賛
成
す
る
理
由
の
第
１
は
、
全
体
と
し
て

利
用
料
・
手
数
料
の
引
き
上
げ
や
新
た
な
有

料
化
を
抑
え
、
市
民
の
暮
ら
し
支
援
に
努
力

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
認
可
外
保
育
施
設
の

保
育
料
負
担
軽
減
や
通
所
介
護
施
設
利
用
者

へ
の
食
事
代
助
成
の
増
額
な
ど
、
市
民
要
望

に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。
第
２

は
、
深
刻
さ
を
増
す
雇
用
の
対
策
と
地
域
産

業
振
興
で
前
進
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
等
の
継

続
や
、
農
業
振
興
の
柱
の
１
つ
で
あ
る
地
産

地
消
を
小
学
校
給
食
へ
の
配
送
体
制
に
新
た

に
盛
り
込
む
こ
と
な
ど
高
く
評
価
す
る
。
第

３
に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
の
拡
充
、

子
育
て
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
小
・
中
学
校
の
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
及
び
設
計
や
建
て
か
え
予
定
の
仲
町
公
民

館・図
書
館
の
設
計
実
施
、
中
央
公
園
・
市
民

総
合
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
評

価
す
る
。
な
お
、
認
可
保
育
園
の
絶
対
数
は

不
足
し
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消
に
は
認
可

保
育
園
の
建
設
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。
第
４
に
、
安
全
・
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
、

環
境
対
策
へ
の
努
力
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
の
小
川
西
町
・
栄
町
地
域
の
試
行

運
行
開
始
や
あ
か
し
あ
通
り
へ
の
自
転
車
レ

ー
ン
設
置
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
市
内
交

通
づ
く
り
等
を
評
価
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

日本共産党小平市議団
市民の暮らし支援に努力したことを評価

賛成
　

本
予
算
は
、
市
民
生
活
が
低
迷
し
市
税
収

入
が
２
年
連
続
で
大
き
く
落
ち
込
む
中
で
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
や
生
活
保
護
の
増
額
等
の
喫
緊
の
課
題
に

対
処
し
つ
つ
、
中
央
公
園
・
市
民
総
合
体
育

館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ご
み
減
量
資
源
化
、

が
ん
検
診
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
大
、
小
川

駅
西
口
再
開
発
事
業
の
推
進
、
入
札
・
契
約

制
度
の
改
革
な
ど
の
新
規
事
業
へ
の
取
り
組

み
や
継
続
事
業
の
拡
大
拡
充
な
ど
、
積
極
的

な
予
算
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
健

全
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
の
借
金
で

あ
る
市
債
発
行
残
高
を
約　

億
円
も
縮
減
し

２２

て
い
る
点
も
高
く
評
価
で
き
る
。
一
方
、
保

育
園
待
機
児
童
の
対
応
の
お
く
れ
や
高
齢
者

の
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
課
題
に
は
、
積
極

的
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の

施
策
の
実
施
に
向
け
て
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
が
本
予
算
に
対
す
る
評
価
だ
が
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た
現
時
点

に
お
い
て
、
①
計
画
停
電
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
影
響
に
最
大
限
の
配
慮
を
②
防
災
同
報

無
線
の
機
能
向
上
③
住
居
を
失
っ
た
被
災
地

の
方
々
へ
の
積
極
的
な
支
援
④
普
通
建
設
事

業
費
の
執
行
に
物
資
等
の
過
度
の
確
保
を
行

わ
な
い
⑤
首
都
圏
直
下
型
地
震
の
備
え
の
再

検
討
な
ど
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
の
要
望
を

付
言
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

フ ォ ー ラ ム 小 平
新規事業への取り組みなど積極的な予算を評価

賛成

　

賛
成
の
理
由
と
し
て
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
、
小
・
中
学
校

冷
房
設
備
の
整
備
が
順
次
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
評
価
で
き
る
。
次
世

代
育
成
の
分
野
で
は
、
認
可
外
保
育

施
設
の
保
育
料
助
成
制
度
の
実
施
は
、

待
機
児
童
解
消
へ
の
具
体
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
り
評
価
で
き
る
。
健
康

福
祉
の
分
野
で
は
、
が
ん
検
診
受
診

率
向
上
対
策
の
実
施
が
挙
げ
ら
れ
る
。

各
種
検
診
別
の
目
標
を
明
確
に
し
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進

と
し
て
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
の
助
成

率
拡
充
の
ほ
か
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
が
新
た
に
加

え
ら
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

今
後
は
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
防

げ
る
病
気
の
啓
発
と
情
報
発
信
を
望

む
。
ま
た
、
介
護
予
防
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は

一
定
の
評
価
は
で
き
る
も
の
の
、
さ

ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。
都
市
基
盤
整
備
の
分
野
で
は
、

自
転
車
レ
ー
ン
の
整
備
事
業
は
あ
か

し
あ
通
り
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
化
の

第
一
歩
で
も
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
な
計

画
プ
ラ
ン
の
実
行
を
望
む
。
課
題
と

し
て
副
市
長
２
人
制
、
保
育
園
の
待

機
児
や
教
育
、
市
の
危
機
管
理
に
対

す
る
問
題
等
あ
る
が
、
ど
れ
も
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ

る
。
以
上
、
意
見
と
決
意
を
申
し
上

げ
賛
成
討
論
と
す
る
。

各分野での新たな施策の実施を評価
市 議 会 公 明 党 賛成

　

平
成　

年
度
予
算
に
反
対
の
見
解

２３

を
以
下
に
述
べ
る
。
①
事
務
系
２
人

の
副
市
長
は
行
政
の
経
費
節
減
等
か

ら
も
不
要
で
あ
り
、
１
人
制
で
十
分

対
応
可
能
で
あ
る
。
②
都
市
基
盤
整

備
で
の
市
単
独
の
投
資
的
経
費
は
多

摩　

市
で
は
依
然
下
位
で
あ
り
、
駅

２６
前
整
備
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
率

は
一
向
に
上
昇
し
な
い
。
③
小
平
の

緑
は
街
道
筋
の
緑
、
屋
敷
森
の
比
重

が
非
常
に
高
い
。
住
宅
部
分
と
屋
敷

森
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
る
固
定
資

産
税
等
の
減
額
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
緑
税
の
創
設
等
、
市
で
で
き
る

緑
対
策
を
早
急
に
予
算
化
す
べ
き
で

あ
る
。
④
一
般
ご
み
、
個
別
収
集
に

よ
る
有
料
化
を
決
断
す
べ
き
で
あ
る
。

多
摩　

市
中　

市
が
有
料
化
に
踏
み

２６

１９

切
っ
て
お
り
、
小
平
市
に
お
い
て
も

そ
の
対
応
を
強
く
望
む
。
ま
た
、
三

市
共
同
資
源
化
事
業
へ
の
早
期
対
応

を
望
む
。
⑤
理
事
者
は
も
っ
と
職
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

べ
き
で
あ
る
。
職
場
環
境
、
健
康
管

理
へ
の
十
分
な
配
慮
、
適
正
な
人
員

配
置
を
指
摘
す
る
。
⑥
新
設
さ
れ
る

地
域
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
や
環
境
問

題
で
の
取
り
組
み
等
で
は
縦
割
り
行

政
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
⑦
市

の
表
彰
事
業
、
市
制　

周
年
事
業
に

５０

向
け
て
の
取
り
組
み
、
駅
周
辺
整
備

事
業
等
に
つ
い
て
市
長
、
副
市
長
の

理
解
あ
る
対
応
を
総
合
的
に
望
む
。

　

以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

市民への積極的な対応がない点を指摘
政 和 会

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

反反対対
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各
特
別
会
計
予
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平
成　

年
度

２３

要要要要要要要要要要要旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨

各各
会会
派派
のの討討

論論

各各
会会
派派
のの討討

論論

各各
会会
派派
のの討討

論論


